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第２期（決算日 2023年７月20日）

  

 

  

 
 

運用報告書（全体版） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申し上げます。 
「九州ＳＤＧｓ・グローバルバランス」は、2023年７月20日に第２期の決算を行いましたので、期中の運用状況ならびに決算のご報告を申し上げます。 
当ファンドにおける九州に関連した運用を行うマザーファンドへの投資比率、特にESG/SDGsを重視した運用を行うマザーファンドへの投資比率、またこ
れらの合計投資比率はマンスリーレポートに記載しています。下記URLをご覧ください。 
https://www.resona-am.co.jp/fund/120025/mokuromi.html 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 

信 託 期 間 2021年11月18日から無期限です。 

運 用 方 針 
主として以下の各マザーファンド受益証券への投資を通じ、実質的に国内、先進国および新興国の債券・株式ならびに国内および先進国の不動産
投資信託証券等への分散投資を行い、安定した収益の確保と信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行います。 

主 要 
投 資 対 象 

九州ＳＤＧｓ・グローバルバランス 以下の各マザーファンドの受益証券を主要投資対象とします。 

ＲＭ国内債券マザーファンド（九州重視型） ・わが国の国債および九州の地方公共団体が発行する公募地方債 

ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） ・米ドル建のＳＤＧｓ債および先進国（日本を除く）の国債 

ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） ・ユーロ建のＳＤＧｓ債および先進国（日本を除く）の国債 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 
・ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）に採用されている新興国の債券 
・新興国債券の指数を対象指数としたＥＴＦ 

ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド 
・国内の金融商品取引所上場株式のうち、ＭＳＣＩ ジャパン ＥＳＧ セレクト・リーダーズ指数（配当込み）
に採用されている株式 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド 
・金融商品取引所上場または店頭登録されている日本を除く先進国の株式のうち、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ 
ＥＳＧ リーダーズ指数（配当込み、円換算ベース）に採用されている株式 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 
・金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている新興国株式等 
・新興国株式の指数を対象指数としたＥＴＦ 

ＲＭ国内リートマザーファンド ・東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）に採用されている不動産投資信託証券 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 
・先進国（除く日本）の金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている不動産投資信託証券 
・先進国（除く日本）の金融商品取引所に上場されているまたは店頭登録されている不動産関連株式 
・先進国の不動産投資信託証券に関する指数を対象指数としたＥＴＦ 

主 な 
投 資 制 限 

九州ＳＤＧｓ・グローバルバランス 株式への実質投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。 

ＲＭ国内債券マザーファンド（九州重視型） 株式への投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。外貨建資産への投資は行いません。 

ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 
株式への投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。外貨建資産への投資割合には、制限を設けま
せん。 

ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 

ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド 株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資は行いません。 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド 
株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 

ＲＭ国内リートマザーファンド 不動産投資信託証券および株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資は行いません。 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 
不動産投資信託証券および株式への投資割合には、制限を設けません。外貨建資産への投資割合には、制限を設け
ません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等を分配対象額とし、原則として基準価額の水準、市況動向等を勘案して
分配金額を決定します。ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行わないことがあります。 

 

九州ＳＤＧｓ・グローバルバランス 
愛称：九州コンチェルト 
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九州ＳＤＧｓ・グローバルバランス 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 
2021年11月18日 10,000 － － － － － － 2,064 

１期(2022年７月20日) 9,719 0 △2.8 45.2 3.7 41.2 9.7 2,698 
２期(2023年７月20日) 10,411 0 7.1 48.2 2.4 35.2 14.2 2,347  

（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額（元本＝10,000円）です。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。また、株式先物比率には不動産投信指

数先物比率を含めて表示しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
（注） 設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。 
（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％ 
2022年７月20日 9,719 － 45.2 3.7 41.2 9.7 

７月末 9,803 0.9 44.7 4.0 40.6 10.2 
８月末 9,710 △0.1 45.0 4.1 40.5 10.4 
９月末 9,295 △4.4 44.9 2.0 43.5 9.8 
10月末 9,653 △0.7 46.1 2.3 43.4 10.0 
11月末 9,621 △1.0 44.7 3.8 40.6 9.9 
12月末 9,269 △4.6 42.4 4.9 40.9 9.8 

2023年１月末 9,488 △2.4 45.4 2.7 39.9 9.9 
２月末 9,553 △1.7 45.5 3.5 41.4 10.0 
３月末 9,583 △1.4 49.8 1.7 33.9 14.5 
４月末 9,729 0.1 49.7 1.8 33.8 14.8 
５月末 9,976 2.6 50.1 1.6 33.4 14.9 
６月末 10,398 7.0 49.1 2.0 35.5 14.5 
(期  末)       

2023年７月20日 10,411 7.1 48.2 2.4 35.2 14.2 
 

（注） 騰落率は期首比です。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。また、株式先物比率には不動産投信指

数先物比率を含めて表示しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。   
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○運用経過 (2022年７月21日～2023年７月20日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2022年７月20日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

主に国内経済の正常化進展への期待や円安進行、主要国中央銀行（日本除く）の利上げが最終局面入りする

ことが意識され、内外株式を中心に上昇したことが基準価額の主な上昇要因となりました。 

 

  

期中の基準価額等の推移 
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投資対象とする各マザーファンドの当期末組入比率および期中騰落率 

 
＊ 純資産総額に対する比率です。 

 

 

国内債券市況 

国内の長期金利は、前期末と比較して上昇（債券価格は下落）しました。期前半は、日銀による金融緩和策

継続を受けて10年国債利回りは0.25％近辺で横ばいの推移となりました。2022年12月には、日銀が長期金利の

変動許容幅を0.5％へ拡大し、10年国債利回りは0.5％近辺まで上昇しました。2023年３月には、米国の一部の

中堅銀行破綻などを契機に国内の長期金利が大きく変動する場面もみられましたが、植田日銀総裁の就任後

も日銀が金融緩和を粘り強く継続する姿勢を改めて示したことなどから、10年国債利回りは0.5％を下回り推

移しました。 

 

先進国債券市況 

先進国の長期金利は、前期末と比較して上昇（債券価格は下落）しました。主要国中央銀行（日本除く）が

インフレ抑制姿勢を強め、急速なペースで利上げを継続したことから先進国の金利水準は上昇しました。2023

年３月以降、米国の一部の中堅銀行の破綻などをきっかけに、米欧を中心に金融システム不安が強まり、先進

国の長期金利が低下する場面もみられましたが、その後は主要国中央銀行（日本除く）による利上げ終了時期

を巡る不透明感から金利は上下する展開となりました。 

 

新興国債券市況 

新興国の金利は、前期末と比較して低下（債券価格は上昇）しました。期初は、主要先進国（日本除く）に

おける急速な金利上昇につれて動き、新興国地域の金利は上昇しました。その後は、東南アジアや中南米諸国

などを中心にインフレ率の上昇鈍化を受けて、利上げ打ち止めの動きがみられたことなどから、新興国地域の

金利は徐々に水準を切り下げました。中国では、不動産市場の悪化懸念が依然として残るなか、景気下支えな

どを目的として緩和的な金融政策が維持されました。一方、南アフリカでは、インフレ率の高止まりへの警戒

感から中央銀行の利上げ姿勢は維持されました。 

  

投資環境 
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国内株式市況 

国内の株式市場は、前期末と比較して上昇しました。期前半は、中国でのゼロコロナ政策の大規模な緩和や、

国内経済の正常化進展への期待、円安進行などが支援材料となり緩やかに上昇しました。期後半は、米欧を中

心とする金融システム不安に対する警戒感から相場が不安定化する場面もみられましたが、国内企業の資本

効率改善への期待感や日銀による緩和的な金融政策が下支えとなり、国内株式市場は上昇しました。東証株価

指数（ＴＯＰＩＸ）や日経平均株価（日経２２５）は一時的に1990年以来の高値まで上昇する場面もみられま

した。 

 

先進国株式市況 

先進国の株式市場は、前期末と比較して上昇しました。期前半は、主要国中央銀行（日本除く）による大幅

利上げや物価高によるコスト増加懸念などから、企業業績の先行き不透明感が強まり、株式市場は不安定化す

る場面もみられました。2023年３月には、米国の一部の中堅銀行の破綻などをきっかけに米欧を中心に金融シ

ステム不安が強まり、株式市場は下落する場面がみられました。その後、金融システム不安が小康状態入りし、

主要国中央銀行（日本除く）による利上げ最終局面入りが意識されたことなどから買い安心感が広がり、先進

国の株式市場は上昇しました。 

 

新興国株式市況 

新興国の株式市場は、前期末と比較して上昇しました。中国では、期前半に共産党大会で習近平氏が３期目

の総書記に選出されたことから政治リスクへの警戒感が高まり、売り圧力が強まりました。ゼロコロナ政策緩

和を支援材料に反発する場面もみられましたが、期末にかけて、中国景気の停滞感を背景に上値の重い展開と

なりました。台湾や韓国では、半導体関連銘柄の占める割合が多いことから、期末にかけてＡＩ（人工知能）

をテーマに大幅上昇した一方、サウジアラビアなど産油国は原油市場が軟調な動きとなったことを受けて下

落しました。 

 

国内リート市況 

国内のリート市場は、前期末と比較して下落しました。期前半は、主要国中央銀行（日本除く）による金融

引き締め策が意識され、相場が不安定化する場面もみられました。2022年12月には、日銀が長期金利の変動許

容幅を0.25％から0.5％へ拡大したことで、国内の資金調達環境の引き締めが意識され、国内のリート市場は

急落しました。その後、米欧を中心とする金融システム不安や日銀による金融緩和策の修正など先行き不透明

感が強く残り、国内のリート市場は上値の重い展開となりました。 

 

先進国リート市況 

先進国のリート市場は、前期末と比較して下落しました。期前半は、主要国中央銀行（日本除く）の金融引

き締めによる資金調達環境の悪化が意識され下落基調となりました。期央にかけては利上げペースの減速へ

の期待などを手掛かりに上昇する場面もみられましたが、2023年３月には、米国の一部の中堅銀行の破綻など

をきっかけに米欧を中心に金融システム不安が強まり、先進国のリート市場は下落する場面がみられました。

期末にかけて、金融システム不安が小康状態入りしたことなどを受けて、先進国のリート市場では買い戻しの

動きもみられました。 
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為替市況 

前期末と比較して、円は米ドル・ユーロの双方に対して円安となりました。 

米ドルに対して、内外金利差拡大などを背景に円安米ドル高が急速に進行し、一時１米ドル＝151円を付け

る場面もみられました。米国ではインフレ抑制を目指すＦＲＢ（米連邦準備制度理事会）による大幅利上げが

急速に進められるなか、国内では日銀による大規模な金融緩和策が維持されました。 

ユーロに対して、ＥＣＢ（欧州中央銀行）は利上げを急速なペースで進めるなか、一時１ユーロ＝158円台

まで円安ユーロ高が進行しました。 

新興国通貨は、ブラジルやメキシコなどの中南米諸国では金融政策の引き締めが維持されたことから円・米

ドルの双方に対して通貨高が進行しました。一方、トルコでは、金融政策の先行きに強い不透明感が残ること

から、円・米ドルの双方に対して通貨安が大幅に進行しました。 

 

 

当ファンドは、各マザーファンド受益証券への投資を通じ、実質的に国内、先進国および新興国の債券・株

式ならびに国内および先進国の不動産投資信託証券等への分散投資を行い、安定した収益の確保と信託財産

の中長期的な成長を目指して運用を行いました。 

各マザーファンド受益証券への投資比率の見直しは、独自の定量モデルを用いて算出した基本的資産配分

比率に基づき2023年３月に実施しました。なお、国内の債券については、九州に関連した運用、国内の株式お

よび先進国の債券・株式については、特にＥＳＧ／ＳＤＧｓを重視した運用を行いました。 

当期末における、九州に関連した運用を行うマザーファンド受益証券への投資比率は10.4％、特にＥＳＧ／

ＳＤＧｓを重視した運用を行うマザーファンド受益証券への投資比率は69.6％、またこれらの合計投資比率

は80.0％です。 

 

ＲＭ国内債券マザーファンド（九州重視型） 

九州の地方公共団体が発行する公募地方債およびわが国の国債に投資を行い、投資する債券の残存年限を

幅広く分散させることにより、金利変動に対するリスク分散効果や、利息収入の平準化を図り、安定した収益

の確保および信託財産の着実な成長を目指して運用を行いました。 

 

ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

残存期間が10年程度までの米ドル建のＳＤＧｓ債および先進国（日本を除く）の国債に投資し、投資する債

券の残存年限を幅広く分散させる運用を行いました。ポートフォリオの平均残存年数＊１は、期を通じて４年

から６年程度を維持しました。 

発行体の信用力やＥＳＧ評価、流動性等を勘案しながら米ドル建のＳＤＧｓ債を組入れるとともに、米国債

にも投資を行い、金利変動に対するリスク分散効果や、利息収入の平準化を図り、安定した収益の確保および

信託財産の着実な成長を目指して運用を行いました。ＳＤＧｓ債については、ＩＣＭＡ（国際資本市場協会）

による原則やガイドラインなどにしたがい、環境・社会的課題解決に向けた資金調達を目的として発行された

債券および事業全体がＳＤＧｓに貢献すると考えられている機関が発行する債券（国際機関債等）の中から、

市場環境と当ファンドの残高状況とのバランスを勘案しつつ投資を行い、期末時点の組入比率＊２はポート

フォリオの約９割を占めています。投資対象資産の通貨は対円で為替ヘッジ（為替の売り予約）を行いました。 
＊１ 個別銘柄の組入比率で加重平均した値です。 

＊２ ファンドが保有する公社債に対する組入比率です。 

  

当ファンドのポートフォリオ 
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ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

残存期間が10年程度までのユーロ建のＳＤＧｓ債および先進国（日本を除く）の国債に投資し、投資する債

券の残存年限を幅広く分散させる運用を行いました。ポートフォリオの平均残存年数＊１は、期を通じて４年

から６年程度を維持しました。 

発行体の信用力やＥＳＧ評価、流動性等を勘案しながらユーロ建のＳＤＧｓ債を組入れるとともに、欧州国

債にも投資を行い、金利変動に対するリスク分散効果や、利息収入の平準化を図り、安定した収益の確保およ

び信託財産の着実な成長を目指して運用を行いました。ＳＤＧｓ債については、ＩＣＭＡによる原則やガイド

ラインなどにしたがい、環境・社会的課題解決に向けた資金調達を目的として発行された債券および事業全体

がＳＤＧｓに貢献すると考えられている機関が発行する債券（国際機関債等）の中から、市場環境と当ファン

ドの残高状況とのバランスを勘案しつつ投資を行い、期末時点の組入比率＊２はポートフォリオの約９割を占

めています。投資対象資産の通貨は対円で為替ヘッジ（為替の売り予約）を行いました。 
＊１ 個別銘柄の組入比率で加重平均した値です。 

＊２ ファンドが保有する公社債に対する組入比率です。 

 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 

新興国の現地通貨建て債券を実質的な主要投資対象とし、ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバー

シファイド（円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行いました。ＪＰモルガンＧＢＩ―

ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）への連動性を高めるため、ＥＴＦ（上場投資信託証券）

を活用して運用を行いました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド 

国内の株式を主要投資対象とし、ＭＳＣＩ ジャパン ＥＳＧ セレクト・リーダーズ指数（配当込み）の動

きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（業種構成比など）をベンチマークに概ね一致させたポー

トフォリオを構築しました。 

 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド 

日本を除く先進国の株式を主要投資対象とし、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ ＥＳＧ リーダーズ指数（配当込

み、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、業種構成比など）

をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は

行っておりません。 

 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 

新興国の株式を主要投資対象とし、ＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）の

動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、業種構成比など）をベンチマークに概ね

一致させたポートフォリオを構築しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＭ国内リートマザーファンド 

国内の不動産投資信託証券を主要投資対象とし、東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きに連動する投資成果

を目指してファンドの特性値（用途別の比率など）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築し

ました。 
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ＲＭ先進国リートマザーファンド 

日本を除く先進国の不動産投資信託証券を主要投資対象とし、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当

込み、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指してファンドの特性値（国別構成比、用途別の比率な

ど）をベンチマークに概ね一致させたポートフォリオを構築しました。なお、為替ヘッジ（為替の売り予約）

は行っておりません。 

 

 

当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる

指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指

数は設定しておりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。 
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当期の収益分配金につきましては、基準価額の水準、市況動向等を勘案した上で、分配を見送りとさせてい

ただきました。収益分配にあてなかった利益（留保益）につきましては、信託財産中に留保し、運用の基本方

針に基づいて運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第２期 

2022年７月21日～ 
2023年７月20日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 465   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

引き続き、安定した収益の確保と信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行います。 

各マザーファンド受益証券への投資比率は、信託財産の中長期的な成長を目的に独自の定量モデルを用い

て算出した基本的資産配分比率に基づき決定します。次回の見直しは2024年３月頃を予定しています。 

 

ＲＭ国内債券マザーファンド（九州重視型） 

引き続き、九州の地方公共団体が発行する公募地方債およびわが国の国債に投資を行い、投資する債券の残

存年限を幅広く分散させることにより、金利変動に対するリスク分散効果や、利息収入の平準化を図り、安定

した収益の確保を目指します。 

 

ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

引き続き、残存期間が10年程度までの米ドル建のＳＤＧｓ債および先進国（日本を除く）の国債に投資し、

投資する債券の残存年限を幅広く分散させる運用を行います。 

発行体の信用力やＥＳＧ評価、流動性等を勘案しながら米ドル建のＳＤＧｓ債を組入れるとともに、米国債

にも投資を行い、金利変動に対するリスク分散効果や、利息収入の平準化を図り、安定した収益の確保および

信託財産の着実な成長を目指して運用を行う方針です。ＳＤＧｓ債については、ＩＣＭＡによる原則やガイド

ラインなどにしたがい、環境・社会的課題解決に向けた資金調達を目的として発行された債券および事業全体

がＳＤＧｓに貢献すると考えられている機関が発行する債券（国際機関債等）の中から、市場環境と当ファン

ドの残高状況とのバランスを勘案しつつ、ポートフォリオへの組入れを行う方針です。なお、原則として、為

替ヘッジ（為替の売り予約）を行います。 

  

分配金 
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ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 

引き続き、残存期間が10年程度までのユーロ建のＳＤＧｓ債および先進国（日本を除く）の国債に投資し、

投資する債券の残存年限を幅広く分散させる運用を行います。 

発行体の信用力やＥＳＧ評価、流動性等を勘案しながらユーロ建のＳＤＧｓ債を組入れるとともに、欧州国

債にも投資を行い、金利変動に対するリスク分散効果や、利息収入の平準化を図り、安定した収益の確保およ

び信託財産の着実な成長を目指して運用を行う方針です。ＳＤＧｓ債については、ＩＣＭＡによる原則やガイ

ドラインなどにしたがい、環境・社会的課題解決に向けた資金調達を目的として発行された債券および事業全

体がＳＤＧｓに貢献すると考えられている機関が発行する債券（国際機関債等）の中から、市場環境と当ファ

ンドの残高状況とのバランスを勘案しつつ、ポートフォリオへの組入れを行う方針です。なお、原則として、

為替ヘッジ（為替の売り予約）を行います。 

 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 

引き続き、主としてＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド（円換算ベース）に連動す

る投資成果を目指して運用を行います。なお、ＪＰモルガンＧＢＩ―ＥＭグローバル・ダイバーシファイド

（円換算ベース）との連動性を高めるため、新興国債券の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券）

を活用しながら運用を行う方針です。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド 

引き続き、主としてＭＳＣＩ ジャパン ＥＳＧ セレクト・リーダーズ指数（配当込み）に採用されている

国内の株式に投資し、ＭＳＣＩ ジャパン ＥＳＧ セレクト・リーダーズ指数（配当込み）の動きに連動する

投資成果を目指して運用を行います。 

 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド 

引き続き、主としてＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ ＥＳＧ リーダーズ指数（配当込み、円換算ベース）に採用

されている日本を除く先進国の株式に投資し、ＭＳＣＩ－ＫＯＫＵＳＡＩ ＥＳＧ リーダーズ指数（配当込

み、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為

替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 

引き続き、主としてＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）に採用されている

新興国の株式に投資し、ＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（配当込み、円換算ベース）の動きに連動す

る投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＭ国内リートマザーファンド 

引き続き、主として東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）に採用されている不動産投資信託証券に投資し、東証

ＲＥＩＴ指数（配当込み）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。 

 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 

引き続き、主としてＳ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当込み、円換算ベース）に採用されている不

動産投資信託証券および不動産関連株式に投資し、Ｓ＆Ｐ先進国ＲＥＩＴ指数（除く日本、配当込み、円換算

ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。なお、原則として、為替ヘッジ（為替の売り

予約）は行いません。 
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○１万口当たりの費用明細 (2022年７月21日～2023年７月20日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 106  1.100  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 52)  (0.534)  ファンドの運用・調査、基準価額の計算、開示資料作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 52)  (0.533)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  3)  (0.033)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 1   0.010   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  0)  (0.002)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.002)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） (  1)  (0.006)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 1   0.012   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  1)  (0.009)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.003)   

（d） そ の 他 費 用 8   0.083   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  7)  (0.072)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.007)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.005)  その他は、権利・配当にかかる税金及びその払戻し、ファンドの運営管理にか
かる費用等 

 合 計 116   1.205    

期中の平均基準価額は、9,673円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 
（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 
（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。   
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九州ＳＤＧｓ・グローバルバランス 

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証

券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除

した総経費率（年率）は1.17％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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九州ＳＤＧｓ・グローバルバランス 

○売買及び取引の状況 (2022年７月21日～2023年７月20日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ＲＭ国内リートマザーファンド 28,492 38,750 10,176 14,695 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 5,873 8,881 23,496 40,134 
ＲＭ先進国リートマザーファンド 66,311 85,150 32,537 48,134 
ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド 86,381 109,767 59,543 86,115 
ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド － － 206,126 348,635 
ＲＭ新興国債券マザーファンド － － 12,126 15,002 
ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 27,388 24,833 86,109 77,057 
ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 30,367 27,486 142,812 125,760 
ＲＭ国内債券マザーファンド（九州重視型） 10,612 10,482 98,416 96,766 

 
 
 

○株式売買比率 (2022年７月21日～2023年７月20日) 

 

項 目 
当 期 

ＲＭ新興国株式 
マザーファンド 

ＲＭ先進国リート 
マザーファンド 

ＲＭ国内株式ＥＳＧ
マザーファンド 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧ 
マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 11,311,999千円 606,131千円 2,973,611千円 3,131,914千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 19,169,369千円 355,127千円 2,527,680千円 4,763,728千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.59   1.70   1.17   0.65   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 外国の取引金額は、各月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算した金額の合計です。

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年７月21日～2023年７月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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九州ＳＤＧｓ・グローバルバランス 

 

＜ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 5 3 15 

 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは株式
会社りそなホールディングスです。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2022年７月21日～2023年７月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2022年７月21日～2023年７月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2023年７月20日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ＲＭ国内リートマザーファンド 44,099 62,415 90,764 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 101,188 83,565 144,626 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 86,429 120,203 182,468 

ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド 155,679 182,517 272,607 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド 632,022 425,895 791,356 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 47,813 35,686 46,224 

ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 444,867 386,146 339,654 

ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 376,132 263,687 230,041 

ＲＭ国内債券マザーファンド（九州重視型） 335,853 248,049 243,956 
 
 
 

 

  

利害関係人の発行する有価証券等 

親投資信託残高 
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九州ＳＤＧｓ・グローバルバランス 

○投資信託財産の構成 (2023年７月20日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ＲＭ国内リートマザーファンド 90,764 3.8 

ＲＭ新興国株式マザーファンド 144,626 6.1 

ＲＭ先進国リートマザーファンド 182,468 7.6 

ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド 272,607 11.4 

ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド 791,356 33.1 

ＲＭ新興国債券マザーファンド 46,224 1.9 

ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 339,654 14.2 

ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり） 230,041 9.6 

ＲＭ国内債券マザーファンド（九州重視型） 243,956 10.2 

コール・ローン等、その他 45,972 2.1 

投資信託財産総額 2,387,668 100.0 
 

（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

（注） ＲＭ新興国株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（26,995,273千円）の投資信託財産総額（27,029,152千円）に

対する比率は99.9％です。 

（注） ＲＭ先進国リートマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（59,811,973千円）の投資信託財産総額（59,867,533千円）

に対する比率は99.9％です。 

（注） ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（6,686,391千円）の投資信託財産総額（6,719,223千円）

に対する比率は99.5％です。 

（注） ＲＭ新興国債券マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（10,351,966千円）の投資信託財産総額（10,386,461千円）に

対する比率は99.7％です。 

（注） ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり）において、当期末における外貨建純資産（2,312,123千円）の投資信託財

産総額（2,342,600千円）に対する比率は98.7％です。 

（注） ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり）において、当期末における外貨建純資産（1,691,975千円）の投資信託財

産総額（1,724,960千円）に対する比率は98.1％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1米ドル=139.70円、1カナダドル=106.22

円、1メキシコペソ=8.3605円、1ブラジルレアル=29.1308円、1チリペソ=0.172862円、1コロンビアペソ=0.035093円、1ユーロ=156.73円、

1英ポンド=180.87円、1スイスフラン=162.92円、1スウェーデンクローナ=13.63円、1ノルウェークローネ=13.94円、1デンマーククロー

ネ=21.03円、1トルコリラ=5.1992円、1チェココルナ=6.5532円、1ハンガリーフォリント=0.414489円、1ポーランドズロチ=35.2021円、1

オーストラリアドル=94.81円、1ニュージーランドドル=87.58円、1香港ドル=17.89円、1シンガポールドル=105.51円、1マレーシアリン

ギット=30.6417円、1タイバーツ=4.12円、1フィリピンペソ=2.5619円、1インドネシアルピア=0.0094円、1韓国ウォン=0.1105円、1新台

湾ドル=4.4914円、1オフショア人民元=19.3456円、1インドルピー=1.71円、1イスラエルシュケル=38.9425円、1クウェートディナール

=456.54円、1サウジアラビアリアル=37.35円、1カタールリアル=38.39円、1南アフリカランド=7.82円、1アラブディルハム=37.99円。 

 

○特定資産の価格等の調査 (2022年７月21日～2023年７月20日) 

 

 該当事項はございません。 
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九州ＳＤＧｓ・グローバルバランス 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年７月20日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 2,387,668,260   

 コール・ローン等 20,280,397   

 ＲＭ国内リートマザーファンド(評価額) 90,764,319   

 ＲＭ新興国株式マザーファンド(評価額) 144,626,300   

 ＲＭ先進国リートマザーファンド(評価額) 182,468,257   

 ＲＭ国内株式ＥＳＧマザーファンド(評価額) 272,607,809   

 ＲＭ先進国株式ＥＳＧマザーファンド(評価額) 791,356,092   

 ＲＭ新興国債券マザーファンド(評価額) 46,224,321   

 ＲＭ米ドル建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり）(評価額) 339,654,056   

 ＲＭユーロ建ＳＤＧｓ債券マザーファンド（為替ヘッジあり）(評価額) 230,041,166   

 ＲＭ国内債券マザーファンド（九州重視型）(評価額) 243,956,543   

 未収入金 25,689,000   

(B) 負債 40,662,155   

 未払解約金 26,635,393   

 未払信託報酬 13,941,760   

 未払利息 55   

 その他未払費用 84,947   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,347,006,105   

 元本 2,254,411,654   

 次期繰越損益金 92,594,451   

(D) 受益権総口数 2,254,411,654口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,411円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は2,776,234,468円、期中追加設定元本

額は30,165,358円、期中一部解約元本額は551,988,172円です。

（注） 当期末の１口当たり純資産額は1.0411円です。 
 

○損益の状況 (2022年７月21日～2023年７月20日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △     11,670   

 支払利息 △     11,670   

(B) 有価証券売買損益 184,698,580   

 売買益 247,253,569   

 売買損 △ 62,554,989   

(C) 信託報酬等 △ 28,670,436   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 156,016,474   

(E) 前期繰越損益金 △ 51,707,448   

(F) 追加信託差損益金 △ 11,714,575   

 (配当等相当額) (      586,771)  

 (売買損益相当額) (△ 12,301,346)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 92,594,451   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 92,594,451   

 追加信託差損益金 △ 11,714,575   

 (配当等相当額) (      615,987)  

 (売買損益相当額) (△ 12,330,562)  

 分配準備積立金 104,309,026   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（33,956,316円）、

費用控除後の有価証券等損益額（63,338,605円）、信託約款に規

定する収益調整金（615,987円）および分配準備積立金

（7,014,105円）より分配対象収益は104,925,013円（１万口当た

り465円）ですが、当期に分配した金額はありません。 
 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
 
 

○お知らせ 

 信託期間終了日を原則として無期限とするため、約款に所要の変更を行いました。（2023年４月21日） 
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